
別添 

第第 77 回回自自動動車車安安全全シシンンポポジジウウムムににつついいてて  
 

１．開催趣旨 

 

国土交通省では，運輸技術審議会答申（平成 11 年 6 月）を踏まえ車両安全対策を進めて

きましたが、今般、当該答申の中間的な評価と必要な見直しを行い，今年 6 月交通政策審

議会の報告として新たにまとめられました。この中で，死者数削減目標の上乗せ，負傷者

の削減目標を新たに設定，衝突後被害軽減対策に加えて予防安全対策についても取り組む

べきとの方向性が示されました。 

第 7 回のシンポジウムでは，この報告を受け、今後の車両安全対策の方向性，事故分析

部会及び安全基準検討会の活動状況と今後の活動方針を報告すると共に，特に，予防安全

対策を普及・拡大させる観点から，予防安全技術に係る効果評価についての講演及び予防

安全対策への期待についてのパネルディスカッションを通じて，会場の参加者及びパネリ

ストから予防安全対策に関するご意見を頂くことにしています。 

 

 

２．開催日時・場所 

 

主催  ： 国土交通省 

日時   ： 平成 19 年 2 月 15 日（木） 14：00～17：30 (受付開始 13：30) 

会場   ： 大手町サンケイプラザ ４Ｆホール 東京都千代田区大手町 1-7-2  

 

 

３．プログラム 

 
14：00 開会  

    主催者挨拶   《松本 和良  国土交通省》 

 

14：05 第 1 部  講演 

「今後の車両安全対策の方向性 (交通対策審議会報告書をもとに）」 

                 《和迩 健二  国土交通省》 

     「事故分析部会と安全基準検討会の活動報告と今後の活動方針」 

                 《小野 古志郎 日本自動車研究所》 

     「NHTSA’s Rulemaking Priorities 2005-2009」 

《ﾏｰﾃｨﾝ･ｸｰﾍﾞｯｸ 米国運輸省道路交通安全局(NHTSA)》 

     「予防安全デバイスの効果評価に向けて」 

                 《鎌田 実 東京大学教授》 

 

15：40 休憩 

 

16：00 第 2 部 パネルディスカッション 

     テーマ：予防安全対策への期待 

 

 司  会 : 東京大学名誉教授      《吉本 堅一 (安全基準検討会 委員長)》 

   1. 神奈川大学助教授     《堀野 定雄》 

   2. JAFMATE 社代表取締役       《岩越 和紀》 

   3. 日本自動車工業会     《高橋 信彦》 

     4. 科学警察研究所      《石川 博敏》 

     5.  日本自動車研究所     《片山  硬》 
     6. 国土交通省        《和迩 健二》 

  

17：30 閉会 




